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竺

空

事

ま

も

な

く

完

成

高
松
地
区
住
宅
改
良
事
業

町
で
は
、
高
松
地
区
住
宅
改
良
事
業
の
第
二

期
工
事
と
し
て
、
高
松
区
の
造
成
地
に
改
良
住

宅
を
建
設
し
て
い
ま
す
が
、
五
十
一
年
五
月
末

に
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
二
期
工
事
の
工

融
肛
脚腑肌
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事
費
は
九
億
五
千
万
円
で
、
百
五
十
戸
を
建
設

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
ツ
頭
区
に
建
設
さ
れ

て
い
る
下
水
処
理
場
も
同
時
期
の
完
成
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

町の人口

（51年3月禾現在〕

人　口　24，264

男11，751

女12，513

世帯数　7，212

町
は
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に

あ
わ
れ
た
か
た
の
、
急
場
の
生
活
の

窮
状
を
救
済
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
一
日
一
円
の
保
険
、
交
通
災
害
共

済
制
度
を
つ
く
り
実
施
し
て
い
ま
す

こ
の
制
度
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

相
互
扶
助
を
基
本
に
し
た
共
済
制
度

で
す
。
お
互
い
に
助
け
合
え
る
よ
う

家
族
ぐ
る
み
の
加
入
を
お
す
す
め
し

ま
す
。出
資
者
一
世
帯
百
円
（
二
年
目

か
ら
不
要
）

掛
金
一
人
年
額
三
百
六
十
円
。

中
途
加
入
の
と
き
は
、
五
十
一
年
九

月
三
十
日
ま
で
の
月
数
×
三
十
円
で

す
。対
象
と
な
る
事
故
自
動
車
・
オ
ー

ト
バ
イ
・
自
転
車
・
汽
車
・
耕
運
機

な
ど
、
乗
物
に
よ
る
人
身
事
故
。
（

た
だ
し
国
内
で
の
事
故
に
限
る
。
〕

6
5
歳
以
上
は
無
料

∴
加
入
に
は
申
請
が
必
要

六
十
五
歳
以
上
の
か
よ
は
町
が
掛

金
を
負
担
し
ま
す
の
で
、
無
料
で
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
弐
拾
し

加
入
に
は
申
請
が
必
要
で
す
か
ら
印

鑑
を
持
参
し
、
町
住
民
相
談
室
に
申

込
み
く
だ
さ
い
。
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昭
和
五
十
一
年
度
水
巻
町
一
般
会
計

予
算
は
、
今
回
の
不
祥
事
件
の
た
め
検

察
当
局
に
予
算
関
係
書
類
な
ど
を
押
収

さ
れ
た
た
め
、
予
算
の
審
査
決
定
事
務

が
困
難
と
な
り
、
三
月
定
例
議
会
に
間

に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
四
、
五
、
六
、
七
月

の
四
カ
月
間
を
基
準
に
、
総
額
十
五
億

四
千
八
百
七
十
一
万
円
の
暫
定
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
年
度
予
算
は
六
月
定
例
議
会

に
提
案
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
暫
定
予
算
の
中
で
の

主
　
な
　
事
　
業
　
費

失
業
対
策
事
業
五
、
六
七
〇
万
二
千
円

道
路
河
川
事
業
九
、
六
四
四
万
二
千
円

住
宅
建
設
事
巣
七
、
二
ハ
八
万
七
千
円

学
校
窪
設
事
業四
二
、
二
一
三
万
八
千
円

鉱
害
復
旧
事
業二
五
、
〇
二
〇
万
七
千
円

猪
熊
グ
ラ
ウ
ン
ド
建
設

一
〇
、
〇
七
三
万
七
千
円

人
件
費
　
一
四
、
七
七
一
万
八
千
円

児
童
福
祉
　
　
六
、
〇
六
二
万
九
千
円

一
部
事
務
組
合
関
係

八
、
五
九
六
万
円

水
道
会
計
繰
出
金
　
二
、
五
〇
〇
万
円

小
・
中
学
校
管
理
振
興
費

七
、
六
三
七
万
七
千
円

そ
の
他
　
一
五
、
五
二
万
三
千
円

51年度一般会計

51年度一般会計歳入歳出暫定予算

歳　出　　　　　　（単位千円）

区　　　　　　 分 金　 額

1 議　　　　 会　　　　 費 2 6 ，9 46

2 総　　　　 務　　　　 費 10 6 ，5 08

3 民　　　　 生　　　　 費 1 18 ，3 03

4 衛　　　　 生　　　　 費 9 2 ，9 72

5 労　　　　 働　　　　 費 5 6 ，7 02

6 農　 林　 水　 産　 業　 費 19 ，5 59

7 商　　　　 工　　　　 費 10 4 ，6 05

8 土　 ．　 木　　　　 賃 19 9 ，8 06

9 消　　　　 防　　　　 費 4 1 ，8 58

10 教　　　　 育　　　　 費 5 19 ，174 3

1 1 災　 害　 復　 旧　 費 ．2 50 ，2 07

12 公　　 ・軍　　　 費 10 ，5 00

13 諸　　 支　　 出　　 金 1 7

14 予　　　　 備　　　　 費 1 ，0 00 ノ

歳　　 出　　 合　　 計 1 ，54 8 ，7 10

（単位千円）

区　　　　　　 分 金　 額

1 町　　　　　　　　　 税 1 1 1 ，8 4 0

2 自 動 車 重 量 譲 与 税 5 、0 0 0

3 自 動 車 取 得 税 交 付 金 1 0 、0 0 0

4 地　 方　 交　 付　 税 7 0 9 ，0 5 2

5 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 3 ，5 0 0

6 分 ｆｒｌ 金 及 び 負 担 金 7 ，1 6 8

7 使 用 料 及 び 手 数 料 1 6 ，0 3 6

8 ［司　 庫　 支　 出　 金 4 5 5 ，2 1 9

9 県　　 支　　 出　　 金 1 3 ，0 3 8

1 0 財　　 産　　 収　　 入 2 5 4

1 1 寄　　　　 附　　　 ‾　 金 1

1 2 繰　　　　 入　　　　 金 1

1 3 繰　　　　 越　　　　 金 1

1 4 諸　　　　 収　　　　 入 －　 2 1 7 ，6 0 0

歳　　 入　　 合　　 計 1 ，5 4 8 ，7 1 0

農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算
は
、

「
農
作
物
共
済
勘
定
」
　
「
家
畜
共
済
勘

定
」
　
「
業
務
勘
定
」
に
分
け
て
編
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

彪
農
作
物
共
済
勘
定
彬

歳
入
　
二
百
十
一
万
九
千
円

歳
出
　
二
百
十
一
万
九
千
円

琢
家
畜
共
済
勘
定
帯
－
、

歳
入
　
二
十
三
万
六
千
円

歳
出
　
二
十
三
万
六
千
円

冨
業
務
勘
定
瘍

歳
入
、
三
百
二
十
万
七
千
円

．
歳
出
　
三
百
」
一
十
万
七
千
円

な
お
、
財
源
と
し
て
共
済
掛
金
、
保

一
㌧

険
金
、
県
支
出
金
及
び
二
般
会
射
壊
入

、
盛
を
見
込
坑
で
巳
ま
す
。

ト
．
・
、

＼

■

ノ

遠
賀
郡
消
．
防
署

職
員
採
用
試
験

遠
賀
都
消
防
署
で
は
次
の
と
お
り

職
員
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

◇
採
用
人
員
　
4
名

◇
受
験
資
格
　
1
8
歳
以
上
2
5
歳
未
満

の
卦
子

◇
願
書
受
付
期
間
　
5
1
年
4
月
1
9
日

～

5

月

7

日

◇
第
一
次
試
験
、
日
時
と
場
所

5
月
1
6
日
、
8
時
3
0
分
か
ら
・
読
朔

遠
賀
郡
消
防
本
部

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
消
防

署
総
務
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

。

（

魯

0

9

3

2

9

・

3

・

1

2

3

．

1

）二
輪
の
免
許
の
更
新
は
、

金
曜
日
の
午
後
に
手
続
き

を県
警
の
交
通
部
で
は
、
二
輪
車
の

交
通
事
故
防
止
対
策
の
一
環
と
し

て
、
五
月
か
ら
免
許
証
の
更
新
手
続

き
の
と
き
に
行
う
講
習
に
、
二
輪
の

特
別
学
級
を
設
け
て
、
二
輪
車
の
特

性
を
強
調
し
た
講
習
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

免
許
証
の
更
新
の
と
き
に
行
う
講

習
で
、
二
輪
運
転
者
向
け
の
講
習
を

毎
週
金
曜
日
の
午
後
だ
け
行
い
ま

す
。
二
輪
及
び
原
付
単
の
免
許
証
所

持
者
で
更
新
を
さ
れ
る
か
た
は
、
で

き
る
だ
け
金
曜
日
午
後
浩
射
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

◇
受
付
時
間
　
各
試
験
場
と
も
午
後

1
時
か
ら
1
時
3
0
分
ま
で
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ー
、

国
民
健
康
保
険
事
業

医
　
療
　
費
　
が
　
増
　
加

財

政

の

健

全

化

に

努

力

51年度国民健康保険歳入歳出予算

歳　入　　　　　（単位千円）

区　　　　　　 分 金　 鰊

国 民 健 康 保 険 税 11 3，8 1 8

使 用日 斗及 び 手 数 料 30

国　 庫　 支　 出　 金 20 9 ，2 7 7

県　　 支　　 出　　 金 2（ＸＩ

財　　 産　　 収　　 入 1

繰　　　 越　　　 金 1

繰　　　 入　　　 金 1

諸　　　 収　　　 入 61 3

歳　　 入　　 合　 計 32 3 ，9 4 1

区　　　　　　 分 念　 願

総　　　 務　　　 費 19，8 9 5

保　 険　 給　 付　 費 28 2，33 9

保　 健　 施　 設　 費 6，22 4

公　　　 債　　　 費 1，00 0

予　　　 備　　　 費 14，4 8 3

歳　　 出　　 合　　 計 32 3，94 1

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
老
人
医

療
、
乳
幼
児
医
療
、
重
度
心
身
障
害
児

医
療
の
無
料
化
に
よ
る
受
給
増
や
、
ま

た
高
額
療
養
費
支
給
制
度
の
実
施
に
よ

る
受
診
増
な
ど
の
た
め
に
、
医
療
費
が

著
し
く
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
国
民
健
康
保

険
制
度
は
、
抜
本
的
な
改
革
が
せ
ま
ら

れ
て
お
り
、
老
齢
者
医
療
保
障
制
度
や

高
額
療
養
費
の
国
産
負
担
制
度
な
ど
、

諸
制
度
の
手
直
し
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
国
保
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
い

ま
す
。国
民
健
康
保
険
は
皆
さ
ん
が
必
要
と

し
た
医
療
費
の
七
割
を
国
保
会
計
が
負

担
し
、
こ
の
費
用
を
国
の
補
助
金
と
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
税
で

ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
割
合
は
、
毎
年
受
診
率
も
上
が

り
、
診
療
費
も
値
上
げ
さ
れ
る
な
ど
国

保
財
政
は
た
い
へ
ん
苦
し
い
運
営
を
続

け
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
も
過
剰
診
療
を

さ
け
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
う
け
て

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
と

め
、
健
全
な
国
保
事
業
の
運
営
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

靴
鰯
縛
変
則
予
算
を
編
成

水
道
事
業
会
計
の
予
算
は
、
収
益
的

収
支
で
、
水
道
料
金
収
入
を
主
な
収
入

と
す
る
収
入
予
算
二
億
二
千
七
十
三
万

九
千
円
、
原
水
購
入
費
を
主
な
支
出
と

す
る
支
出
予
算
二
億
七
千
五
百
五
十
七

万
三
千
円
、
差
引
き
五
千
四
百
八
十
万

円
余
り
の
赤
字
の
ま
ま
、
変
則
予
算
を

編
成
し
て
い
ま
す
。

前
号
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
よ
う
に
、
北
九
州
市
の
原
水
単
価
の

引
上
げ
に
続
い
て
、
中
間
市
も
引
上
げ

を
申
し
入
れ
て
い
ま
す
。
中
間
市
の
申

し
入
れ
額
は
、
現
在
の
ト
ン
当
り
四
十

二
円
か
ら
ト
ン
当
り
八
十
一
円
に
し
た

い
と
い
う
大
幅
な
も
の
で
す
。
こ
の
た

め
、
中
間
市
と
現
在
精
力
的
に
折
衝
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
結
論
が
出
る
と
同

時
に
財
政
計
画
の
検
討
に
入
り
、
適
正

な
水
道
料
金
を
定
め
て
補
正
予
算
を
編

成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
水

道
事
業
会
計
予
算
は
、
補
正
予
算
決
定

後
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

河
川
は
み
ん
な
の
持
物

汚
す
人
に
は
注
意
を

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
河
川
や
池
は

い
ろ
ん
な
用
途
に
使
わ
れ
る
水
資
源
と

し
て
重
要
な
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。
．

汚
れ
た
河
川
は
衛
生
的
に
も
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
最
近
、
川
や
池
な
ど
に
ご
み
、
廃

材
、
廃
油
を
捨
て
る
者
が
、
目
立
っ
て

増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
物
で
川

や
池
を
汚
す
と
、
そ
の
地
域
の
美
化
を
　
備
で
数
年
前
に
比
べ
る
と
、
か
な
り
整

一

担
う
ば
か
り
で
な
く
、
蚊
や
ハ
エ
な
ど
　
備
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
町
で
も
こ
れ

観
劇
研
締
細
事
歯

甜
皿
膏
鎧
も
ｌ
≪

「

′

′

の
発
生
源
と
な
り
、
環
境
衛
生
上
よ
く
1
か
ら
河
川
の
浄
化
や
整
備
に
瀕
力
を
し

あ
り
ま
せ
ん
。

町
内
の
河
川
も
鉱
害
復
旧
や
河
川
整

て
い
き
ま
す
が
、
一
住
民
み
ん
な
で
地
域

の
美
化
の
た
め
に
も
河
川
の
愛
護
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ご
み
や
廃
油
な
ど
を
河
川
や

池
に
捨
て
る
者
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

警
察
署
、
保
健
所
、
役
場
の
い
ず
れ
か

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
一
一
家
庭
ご
み
、
廃
材
、
廃
液
、
廃
一

一
油
な
ど
を
無
断
で
河
川
や
池
あ
る
一

・
．
．
、
ｌ

Ｊ
Ｕ
は
窯
荒
首
に
捨
て
る
と
罰
せ
一

一
ら
れ
ま
す
。
一

一
一
一
産
業
廃
棄
物
な
ぜ
は
、
盗
常
ニ

ーや
基
づ
い
た
処
理
が
必
要
で
す
針
、
一

「
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
Ｌ
．

1
．
1
′
1
．
－
－
－
1
1
：
●
－
1
1
1
【
し

ー
月
か
ら
吉
田
地
区

町
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
か

ら
吉
田
地
区
（
一
部
下
二
）
の
国
土

調
査
（
地
籍
調
査
）
を
始
め
ま
す
。

国
土
調
査
と
は
、
高
度
な
測
量
に

よ
っ
て
皆
さ
ん
の
土
地
の
正
し
い
位

置
、
形
、
地
番
、
面
積
を
明
ら
か
に

し
て
、
各
自
の
大
切
な
土
地
の
保
全

を
行
う
と
と
も
に
、
土
地
改
良
事
業

や
土
木
事
業
な
ど
の
振
興
計
画
に
利

用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

ま
す
。ま
た
、
こ
の
調
査
で
最
も
重
要
な

こ
と
は
個
人
間
の
境
界
の
確
定
で
す

が
、
現
在
、
現
地
に
境
界
を
明
示
す

る
境
界
杭
が
な
く
、
お
互
い
の
境
界

を
確
認
し
て
い
な
け
れ
ば
、
隣
接
所

有
者
と
協
議
を
行
い
、
境
界
を
決

定
し
、
境
界
杭
を
設
置
し
て
く
だ
さ

い
。
（
境
界
杭
は
町
国
土
調
査
係
で

斡
旋
し
ま
す
〕

な
お
、
一
筆
調
査
（
現
地
調
査
）

の
立
会
日
時
は
土
地
の
所
有
者
に
通

知
し
ま
す
が
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
町
国
土
調
査
係
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

ご
み
袋
一
枚
九
円

申
込
み
は
収
集
の
と
き
に

町
で
は
ご
み
袋
を
一
、
枚
丸
内
で
お

世
話
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
か
た
は

ご
み
の
収
集
に
来
た
と
き
に
、
収
集

車
の
運
転
手
さ
ん
に
直
接
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
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母
子
保
健
相
談

◇
日
時
　
4
月
1
6
日
　
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

◇
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

◇
内
容
　
乳
児
の
育
児
相
談
指
導
、
身

長
、
体
重
の
測
定
、
家
族
計

画
及
び
相
談
と
指
導
（
誇
員

及
び
薬
品
も
若
干
準
備
し
て

い
ま
す
）

成

人

病

教

室

受

講

生

募

集

町
で
は
成
人
病
の
予
防
対
策
と
し
て

五
十
一
庄
虎
も
、
次
の
と
お
り
成
人
病

教
室
を
開
き
ま
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
町
厚

生
課
衛
生
係
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

◇
申
込
み
期
限
　
4
月
1
5
日

◇
教
室
の
内
容

成
人
病
に
つ
い
て
の
講
演
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
機
能
回
復
訓
練

）
、
食
生
活
指
導
（
調
理
実
習
、
試

食
）
、
健
康
相
談
指
導
、
成
人
病
検

診
（
血
圧
測
定
、
検
尿
、
心
電
図
）

糖
尿
病
に
つ
い
て
の
講
演

◇
老
人
検
診
（
月
一
回
）

◇
ガ
ン
検
診
（
胃
ガ
ン
、
婦
人
ガ
ン
）

年
間
各
二
回

◇
料
金
成
人
病
教
室
受
講
料
癖
料

ガ
ン
検
診
個
人
負
担
（
町
補
助
も
あ

り
ま
す
）

成

人

病

教

室

第
一
回
を
開
き
ま
す

町
で
は
次
の
日
程
で
成
人
病
教
室
の

第
一
回
を
開
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
王
と
し
て
高
血
圧
を
中

心
に
行
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
五

十
一
年
度
で
は
、
糖
尿
病
対
策
に
も

庶
り
組
み
ま
す
。
特
に
壮
年
層
の
か
た

の
参
加
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◇
日
時
　
4
月
2
1
日
9
時
～
1
2
時

◇
会
場
水
巻
町
町
民
会
館
日
本
間

◇
内
容
　
講
演
「
正
し
い
成
人
病
の
知

識
」
他

乳
児
検
診
と
育
児
指
導

◇
日
時
　
毎
週
火
曜
日
　
1
3
時
か
ら
1
4

時
ま
で
受
付
け

◇
会
場
　
遠
賀
保
健
所

◇
内
容
　
検
診
、
身
長
、
体
重
測
定
、

育
児
相
談
指
導

◇
料
金
　
無
料

同
和
地
区
出
身
者

に
出
産
助
成
金

福
岡
県
及
び
水
巻
町
で
は
、
同
和
対

策
事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
内
に
居
住

す
る
同
和
地
区
出
身
者
に
出
産
前
成
金
・

を
援
助
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
句
く
、

わ
し
い
こ
と
は
町
厚
生
謀
衛
生
陳
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

下
二
曲
川
堤
防
の

車
輌
進
入
禁
止

町
で
は
、
頃
末
唐
ノ
照
橋
か
ら
下
二

上
井
池
橋
ま
で
の
曲
川
右
岸
堤
防
の
車

・
輔
進
入
を
規
制
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
下
三
区
（
机
・
古
賀
・
猪

熊
）
の
農
業
用
水
を
確
保
す
る
た
め
に

旧
下
二
小
学
校
か
ら
猪
熊
ま
で
の
曲
川

右
岸
堤
防
に
農
業
用
送
水
管
を
埋
設
し

ま
し
た
が
、
こ
の
地
域
は
飽
盤
が
非
常

に
弱
い
た
め
、
上
か
ら
重
圧
が
か
か
る

と
送
水
管
破
損
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
今

回
の
税
制
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
曲
川
筋
に
は
す
で
に
民
家

を
建
っ
て
お
り
、
日
常
生
活
で
ど
う
し

て
も
通
行
の
必
要
な
か
た
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
か
た
は

戸
簿
の
謄
・
抄
本
が
一
通
二
百
円

こ
の
ほ
ど
戸
籍
手
数
料
令
が
改
正
さ

れ
、
五
月
盲
か
ら
戸
籍
の
謄
・
抄
本

の
手
数
料
は
枚
数
に
開
陳
な
く
一
遇
に

つ
き
二
百
円
（
除
籍
は
三
百
円
）
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
戸
籍
の
謄
・
抄
本
な
ど
を
郵

使
で
請
求
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
現
金

書
留
か
、
郵
便
局
の
定
額
小
為
替
で
手

数
料
を
約
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
こ
の

よ
う
な
と
き
、
郵
便
切
手
で
手
数
料
を

椚
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

届 除 戸 受

理

除 戸 除 戸

区

分－

書 籍 籍 籍
の
籍
の
籍 籍

類 簿 簿 記 記 の の敏 義 Ｐ載 謄 謄
の の の 事 事

閲 閲 閲．明 項証
項
証 抄 抄

覧 覧 覧 圭目明 明
本 本

書

通

証 証－

通 通

手頼

件

戸 戸
明
事
項

明
事
項

籍 籍 件 件 教

科
○ 6 ○ ○ 6 ○ 6 6
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
円 円 円 円 円 円 円 円
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4月のし尿汲取予定日
1日　頃末、猪熊

2日　頃末、猪熊

3日Ｊ善ノ熊県住、吉田片山、車返し、猪熊

5日　鯉口、初婚剛地、ヌメリ石、猪熊

6日　高松区、三ツ頭区、猪照、垣添、中央

区

7日　高松区、三ツ頭区、猪熊、中央区、緑
風園

8日　頃末（15・18・25区）、吉田商店街、

伊左匹、吉田川端、月夜待、樋口

9日　苫田県道筋、吉田大橋、本村、車返し
立屋敷、樋口

二町住、－下二二町住、古賀

古賀区、頃末（6．1ノ1．14区）

頃末（6・11．14区）

机社宅、吉田団地、机

宮ノ下、苫田団地

頃末（15・17・25区）、松栄荘、
野団地、苫田団地

頃末（15・18・25区）、松等荘、美吉
野団地、伊左座、本村、二、下二、頃

末（6．11．14区）

吉美頃末（15・18・25区）、松栄荘、
野、猪照

猪熊町住

みずほ団地、古賀県住、樋口

みずほ団地、樋口、卯月

古賀区、みずほ、樋口、幼稚園通り

古賀区、古賀、幼稚園通り

古賀区、古賀、樋口

鯉口区、梅ノ木区

録口区、梅ノ木区

梅ノ木区

柑
拍
甲
相
聞
柑
1
柏
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㌧

傷

口
発
行
人
　
水
巻
町
長
伊
藤
衛
門
　
口
編
集
　
水
巻
町
住
民
相
談
室
　
（
電
話
6
0
1
－
4
（
軋
ｉ
）

印
鑑
を
持
参
し
、
折
尾
警
察
署
交
通
課

で
許
可
書
の
交
付
を
受
け
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
規
制
は
、
進

入
禁
止
の
標
識
が
立
つ
と
同
時
に
効
力

を
発
し
ま
す
の
で
違
反
の
な
い
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

学
習
に
困
っ
て
い
る
か

た
に
修
学
資
金
を
貸
付

け
ま
す

、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
学
資
に
困
っ

て
い
る
か
た
に
修
蛍
資
金
の
貸
付
け
．
を

行
っ
て
い
ま
す
。

申
込
み
期
限
は
四
月
一
宇
五
日
ま
で

（
特
別
の
事
情
の
な
い
限
り
他
の
月
の

貸
付
け
は
し
ま
せ
ん
。
）

申
込
み
方
法
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は

水
巻
町
蘭
会
福
誌
撃
に
お
た
ず
ね

く
さ
だ
い
。

、Ｉ

医宅
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末
末
末
末

頃
頃
頃
頃

日　曜　在

4月11日　坂口医院　婦人科
18日　楠本医院　内・児科
25日　村田医院　内・児科

5月2亘　水松医院　耳鼻科
診察癖は　9時から17時、原則として往診はいたしま
せんい

□
　
印
　
刷
　
冷
　
牟
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
貿
　
会
　
社


